
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項

前
条
第
二
項
第
二
号

第
五
十
八
条
第
二
項
第
二
号

第
四
十
三
条
第
二
項

第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で

第
五
十
六
条
第
一
項
、
第
五
十
七

条
及
び
第
五
十
八
条

第
四
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書

第
四
十
条
各
号

第
五
十
七
条
各
号

第
四
十
六
条

適
合
性
判
定
員

第
五
十
九
条
の
評
価
員

第
四
十
六
条
か
ら
第
四
十
八
条
ま

で
、
第
五
十
条
、
第
五
十
二
条
、

第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
五
十
四

条
第
一
項
及
び
第
二
項

判
定
の
業
務

評
価
の
業
務

第
四
十
八
条

判
定
業
務
規
程

評
価
業
務
規
程

第
五
十
一
条

第
四
十
一
条
第
一
項
各
号

第
五
十
八
条
第
一
項
各
号

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

三

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
の
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

四

第
四
十
八
条
第
三
項
、
第
五
十
一
条
又
は
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

五

判
定
の
業
務
に
関
し
著
し
く
不
適
当
な
行
為
を
し
た
と
き
、
又
は
そ
の
業
務
に
従
事
す
る
適
合
性
判
定
員
若
し

く
は
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
役
員
が
、
判
定
の
業
務
に
関
し
著
し
く
不
適
当
な
行
為
を
し
た
と
き
。

六

不
正
な
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
判
定
の
業
務
の
全
部

若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関

（
登
録
）

第
五
十
六
条

第
二
十
四
条
第
一
項
の
登
録
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
単
に
「
登
録
」
と
い
う
。）は
、
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
認
定
の
た
め
の
審
査
に
必
要
な
評
価
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る

者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２

第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
四
十
三
条
の
規
定
は
登
録
に
つ
い
て
、
第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十

四
条
並
び
に
第
四
十
六
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
欠
格
条
項
）

第
五
十
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

第
四
十
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者

二

第
六
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年

を
経
過
し
な
い
者

三

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

（
登
録
基
準
等
）

第
五
十
八
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
の
申
請
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
登
録
申
請
者
」
と
い
う
。）が

次
に
掲
げ
る
基
準
の
全
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

次
条
の
評
価
員
が
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
数
が
三
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

登
録
申
請
者
が
、
建
築
物
関
連
事
業
者
に
支
配
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で

な
い
こ
と
。

イ

登
録
申
請
者
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
建
築
物
関
連
事
業
者
が
そ
の
親
法
人
で
あ
る
こ
と
。

ロ

登
録
申
請
者
の
役
員
（
持
分
会
社
に
あ
っ
て
は
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
）
に
占
め
る
建
築
物
関
連
事
業
者

の
役
員
又
は
職
員
（
過
去
二
年
間
に
当
該
建
築
物
関
連
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。）の
割

合
が
二
分
の
一
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

登
録
申
請
者
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
権
を
有
す
る
役
員
）
が
、
建
築
物
関
連
事
業
者
の
役
員
又
は

職
員
（
過
去
二
年
間
に
当
該
建
築
物
関
連
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。）で
あ
る
こ
と
。

三

評
価
の
業
務
を
適
正
に
行
う
た
め
に
評
価
の
業
務
を
行
う
部
門
に
専
任
の
管
理
者
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
。

四

債
務
超
過
の
状
態
に
な
い
こ
と
。

２

登
録
は
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と

す
る
。

一

登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

二

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

代
表
者
の
氏
名

三

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
が
評
価
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

四

次
条
の
評
価
員
の
氏
名

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

（
評
価
員
）

第
五
十
九
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
評
価
員
を
選
任
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
建
築
学
、
機
械
工
学
、
電
気
工

学
若
し
く
は
衛
生
工
学
を
担
当
す
る
教
授
若
し
く
は
准
教
授
の
職
に
あ
り
、
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者

二

建
築
、
機
械
、
電
気
又
は
衛
生
に
関
す
る
分
野
の
試
験
研
究
機
関
に
お
い
て
十
年
以
上
試
験
研
究
の
業
務
に
従

事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
六
十
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
が
第
五
十
七
条
第
一
号
又
は
第
三
号

に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
評
価
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。

一

第
五
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
二
条
第
二
項
、
第
四
十
四
条
第
二
項
、第
四
十
九
条
第
一
項
、

第
五
十
条
又
は
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
五
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
あ
っ
た
評

価
業
務
規
程
に
よ
ら
な
い
で
評
価
の
業
務
を
行
っ
た
と
き
。

三

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
五
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
の
請
求
を
拒
ん

だ
と
き
。

四

第
五
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
八
条
第
三
項
、
第
五
十
一
条
又
は
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ

る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

五

評
価
の
業
務
に
関
し
著
し
く
不
適
当
な
行
為
を
し
た
と
き
、
又
は
そ
の
業
務
に
従
事
す
る
評
価
員
若
し
く
は
法

人
に
あ
っ
て
は
そ
の
役
員
が
、
評
価
の
業
務
に
関
し
著
し
く
不
適
当
な
行
為
を
し
た
と
き
。

六

不
正
な
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

３

第
五
十
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
業
務

の
停
止
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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